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1000 度の世界へ：ガラス工房で見た職人技と中国の今

■ 琉璃（るり）工場を視察してきました

いつもメルマガをご覧いただきありがとうございます。 

今回は、石材とは少し離れた“ガラス工芸”の工房を訪問する機会がありました。 

ホテルで地域案内を眺めていると、近くに「琉璃厂（ガラス工芸品の古称）」の市場があ

ることを発見。 

興味本位で足を運んだところ、店主の紹介で実際の工房を見学できることになりました。 

■ 初めてのガラス工房、その現場は… 

工房では中央の電炉で透明ガラスを、右側の電炉では 6色の色ガラスを溶かしており、 

1000 度を超える炉の前で、3~5人の職人が絶えずガラスを追加していました。 
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特に多く作られていたのは“クラゲ”の置物。 

足を成形し、頭を付け、最後に透明ガラスで包み込むように仕上げていく工程は、まさに

職人技そのものでした。 

ほかにも花や玉など、数千個単位で出荷されるお土産品が並び、中には発光素材を入れて

夜に光るものもありました。 

■ 石材店にも応用できる？ 

ガラス工芸は石材とは異なる分野ですが、「高温での成形」「色の出方」「職人の手仕事」

など、意外と共通点も多く、店頭ディスプレイや小物販売など、石材店でも活かせるヒン

トがあると感じました。 

何かアイデアが思い浮かびましたら、ぜひお声がけください。 

■ 現地で感じた“デジタル化の進み方” 

今回の出張で特に驚いたのは、現金という存在をまったく見なかったことです。     

支払い・チケット購入・ホテル予約・領収書の発行まで、すべてが電子化されており、街

中の小さな屋台からタクシー、観光施設に至るまで、QR コード決済が完全に浸透していま

した。 



市場を歩いていても、レジ横にあるのは現金トレーではなく、 ALIPAY と WeChatPay の QR

コードが印刷された紙だけ。 現金を出そうとすると逆に驚かれるほどで、「現金は受け取

れません」と断られる店も珍しくありません。 

また、領収書も紙ではなく、その場でスマホに電子領収書が自動送信される仕組みになっ

ており、出張経費の管理も完全にデジタル化されていました。 

Alipay しか設定していなかった私は少し苦労しましたが、次回は配車サービスくらい自分

で使えるように、準備してから訪問したいと思います。 

そして街を歩いていると、走っている車の約 8 割が電気自動車（EV）という光景にも驚か

されました。充電スタンドも至るところに設置されており、中国全体で“脱ガソリン”が

進んでいることを肌で感じました。 



【今月の特選石種 紹介コーナー】 

■ AG213（安定石種） 

弊社協力工場では約 10,000 才の原石在庫を確保しています。 

最長 12 尺がとれる原石もストックしていますので、大きな敷地の外柵にもご利用いただけ

ます。 

〈特長〉

・和洋どちらにも合う万能石種 

・石目が均一で石質が安定 

・施工後の見栄えが良い 

・実績豊富で安心 

・青みが強く高級感がある 

今回の出張では、石材以外の分野にも多くの学びがあり、中国の変化の速さも改めて実感

しました。これからも現地の最新情報をお届けしつつ、皆様のお仕事に少しでも役立つヒ

ントを発信できるよう頑張ってまいります。  

今後も、より良いサービスに努めてまいりますので、引き続きよろしくお願いいたします。 
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